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1.はじめに

国際連介の定義によると,全人口に占める65才以上の人

口の割合を高齢化率,高齢化率が7%以上の状態を高櫛化社会

(agingsociew)という。日本では 1970年に高齢化社会となり,

その後も茗しい高齢化率の増加が続き,2007年には世界第・ー

の超高齢社会(高断化率が21%以上)となった[U。この高齢化

社会への対応は世界的にも大きな謀題であるが,特に口本に

おいては早急な対応が求められている。また,高齢化社会の

問題の裏で,日本においては核家族化の進行と単独世帯数の

増加によって,高櫛者のみの世帯や独居の高齢者がますます

増えてきている[2]。

これらの社会枇造の変化が起きている・力で,近年の情報

通イ言技林i(1CT:1nformation and communication Techn010gy)の発

展と普及によって,人々のコミュニケーションの形態は大き

く変化してきた。例えぱ,携帯竃話やインターネットなどの

新しい情報通信技術を利用したコミュニケーションメディア

が広く普及したことで,人々はいつでもどこでも連絡を取り

介うことが可お凱こなった。しかしながら,高齢者世代におい

ては,それらの新しいコミュニケーションメディアの利用が,

若い世代と比較すると低水準であり、依然として旧来のメデ

イアを利用しているなど,メディア利用に関する格差の問題

が生じている[3]。さらに,利用しているコミュニケーシヨン

メディアが若年層や中年層と異なっている結果として,高齢

者の社会的孤立が起こってしまう可能性が存在している。社

会枇造が変化した今日においては,特に高齢者のコミュニケ
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ーションにまつわる問題は解決が急がれる課題である。

本論では,情報社会における高齢者のコミュニケーシヨン

の問題に対して兎断生科学がどのように寄与できるのかを検討

する。そのために,コミュニケーションに関する先打研究を

槻観した後,筆者がこれまでに行ってきた高齢者におけるコ

ミュニケーションメディアの利用実態調杏の結果に基づき,

高齢者がどのような人間関係においてコミュニケーシヨンメ

ディアを利用しているのか,またそれが彼らの社会関係とど

のような関連があるのかを考察する。

2.高齢者の社会関係

社会老年学(socio、geront010gy)では,高齢者がどのような

人々と付き介い,それがどのような意味を持つのか,といっ

た具体的な対人関係を社会関係と総称している[4]。この社会

関係の下位概念には諾説あるが,多くの研究者が認めている

表1 社会関係の下位概念の意味と測定項月

ソーシヤルネツトワーク

個人が他者との間に
結んでいる関係の全休

(他者との関係の
構造に関わる概念)

社会関係
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のは,ソーシャノレネツトワーク(socialnetwork)とソーシャノレサ
ポート(socialsupp0川である。社会関係の下位概念であるソー

シャルネツトワークとソーシャノレサポートの意味,および測
定項目にっいて表1にまとめた。

ソーシャノレネツトワークは枇造的なものであり,ソーシャ

ルサポートは機能的なものである[4]。司・なわち,ソーシャノレ
ネツトワークは個人が他者との間にどのような関係を結んで

いるかという全体を,ソーシャノレサポートは個人が他者との

間に交わす支援や援助を表す。ソーシャノレネットワークは人

間関係の規模や密度,ソーシャノレサポートはサポートの種類

や性質にっいて測定され,健康指標や幸福感などへの影響(サ

ポートの効果)がその調査の対象となる[5]。ソーシャルネット
ワークは,家族や親戚・友人・近所の人などの人間関係にっ

いてその数や総数,交流・接触の頻度,竃話の回数,親密性,

時間的・空間的な広がり,関係の継続期間などを基に測定さ

れる。また,ソーシャノレサポートは,サポートを提供する他

者,サポートの受領カヰ尉共か,サポートの種類(情緒的か手段

的かなど),サポートの性質(肖定的か否定的か)などから測定
される。

には,共兎勲empathy)が必、要となる。共感が生じるためには,

話し手から闇き手にうまぐ清報が伝達されなくてはならない。

そのためには,伝える話の物Z吾陛などの言語市即或に加えて,

知識や知恵,行動等,知っているけれど言i吾化が難しい非言

話令即或の伝達が欠かせない。人間のコミュニケーションにお

いて伝達される情報は,話し手の話す言菜の意味よりも,

葉以外の非言語的な斐素(表情やしぐさなどの視覚情報と口

調や声の高さなどの聴覚情幸めで決まることが知られている

岡が,これは話し手の言葉と口調や表情などに矛盾が発生す

る場介のことと限定されている。しかし・・'般に,人間がコミ

ユニケーションを行う際には,そうした矛盾がなくても言語

情報を非言語情報によって補う習性がある。話し手は伝えた

いと思う全てのことを言語によって表現できないため,聞き

手は非言語情報による補間を無意識に村っている。そのため、

非言話領域がうまく伝達される明暸なコミュニケーションで

は,強い現解と共感が生じる。

このように,非言語領域の共通理解は晃財生コミュニケーシ

ヨンに密接に関述している。特に,対面のコミュニケーショ

ンによって非言語領域の共有部分を増加させることが,感性

コミュニケーションにおいて有効となる。また,対面のコミ

ユニケーションに加えて竃子メディアを活用することで,場

所や状況に依存せずに肉由なコミュニケーションを楽しむこ

とが可能となる。

3.2.感性距離

人間は常に誰とでも症接なコミュニケーションを求めてぃ

るわけではない。たとえば社会関係においては、心地よい距

眺,すなわち兎財生距酢が存在している。人間の対人間距酢

(pr0鵡mics)を表2 のように密接距酢,個体距雌,社会的距酢,

公衆距酢の4つに分類すると,対面時の実際の距際から,相

手が肉分に感じている親しさの程度や,どのようなコミュニ

ケーションを求めているかが却解できる[9]。このうち,「癌接

距酢」や「個人距何倒の中に感性距陛が存在している。これらの

距何似才対面でのコミュニケーションに限定したものであるが,

情報技術の発展と普及によって竃子機器を介したコミュニケ

ーション場血が増えた今日においては,物理的な距酢の意味

は薄れつつある。本当に親しい人とは対面によるコミュニケ

3.感性コミュニケーション

偲新凱Kansei)という言葉には,感受性(sensitivi智)や兎財青

(emotion),感覚(sense)など1測以の関連する概念がイ1:在し,そ

れらが混介した様々な意味を含んで使われることが多く,明

確に定義することは難しい。そこで、本論では「うっくしさ,

こころよさ,おもしろさ,たのしさなどのポジティブな情動

を必須の属性とする心のはたらき」を晃塾性と定義し[6],「ポジ

ティブな心のはたらき(反応)をイ半う=ミュニケーション」のこ

とを総じて感性コミュニケーションと呼ぶことにする。前述

の社会関イ系の枇成斐素であるソーシャノレネットワークとソー

シャノレサポートを允実させるためには,この感性コミュニケ

ーシヨンが重姜な役割を担っている[フ]。感性コミュニケーシ

ヨンをもたらすために重要な2つの要素について,以下に詳

しく述べていく。

3.1.非言語領域

人間がコミュニケーションにおいて心地よさを感じるため

密接距籬

近接相

個人距舵

0~15Cm

社会距雜

表 2 Proxemics(Ha11, E.T,1966)

遠方相

45~75Cm

公衆距離

15~45Cm

1.2~ 2.1 m

75Cm~1.2rη

接触によるコミュニケーションに利用される距離。
においや体温を感じることができる。満員電車などで
見知らぬ人が入ってくると不快感を覚える。

3.6~フ.5m

2.1~3.6m

距籬の特徴・相手との関係

親しい間柄の人の間で、個人的なコミュニケーションに
利用される距離。遠方相であっても双方が手を伸ぱせぱ
身体的な接触もできる。

フ.5m~

形式張ったコミュニケーションに利用される距離。
相手の微妙な表情などは見分けにくくなる。
親しい間柄でも、別々の行動が無理なく行える。

講演などの際に用いられる距離で、個人的な関わりは
ほとんどなくなる。会話によるコミュニケーションには
向かず、身振りなどが重要となる。
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ーションや竃i糸こよる声でのコミュニケーションを望んでい

る場介が多いが,相手や肉分の都介に合わせてメーノレなどの

手段を利用することも椛んに行われている。

このように,感性距艇を枇成する要素として物理的距畔に

限らず心圧皿的に近しいことが挙げられるが,そのような相手

との間では非言語領」或が共有されていると考えられる。これ

により,たとえば言語を用いたメールでのコミュニケーシヨ

ンも,心地よい距酢(感性距何櫛を構成することにつながってい

る。また,感性距何倒士ソーシャルネットワークにおける親密

性と特に密に関連しており,親密な相手との相互のソーシャ

ルサポートこそが,高齢者にとっての厄財生コミュニケーショ

ンとなりうると考えられる。高齢者の兎財生コミュニケーショ

ンを豊かなものにするためには,親密な関係を築ける相手の

存在が欠かせない。

3.3.感性コミュニケーションと高齢者

高年齢になるに什.い,いわゆる「老イヒという現象によって,

身体機能や感覚機能,運動機能などにさまざまな変化が起こ

る。これらの変化や加齢に伴う社会的地位や経済状況の変化

などを受けて,精神機能や心任里機能にもさまざまな変化が起

こる。このさまざまな変化は高齢者の社会関係やコミュニケ

ーションにも影粋を及ぼす。高齢者の各機能の老化現象の出

現時期は年櫛と深い関係があるものの,明確な基準などはな

く,多くは体質や生活歴に依存している。伺様に,各機能の,

老化プロセスや進hの度合いについても,個人差が大きいこ

とが知られている。

これらのさまざまな変化にともなって,高齢者は強いスト

レス環境にさらされている。そのため,高齢者は兎財生コミュ

ニケーションに対する潜在的な二ーズが高いと考えられる。

また,高齢者で比較的高頻度に見られる疾病として認知症や

うつ病などの疾病がある。これらの疾病には類似点が多く,

特に認知症の初期症状とうつ病は見分けがつきにくいといわ

れているΠ0]。コミュニケーションの允実が,これらの疾病の

予防に繋がるケースが報告されているΠηが,児畍生コミュニケ

ーションにも同様,あるいはそれ以上の効果が期待できる。

その意味でも,非言語領域を活用した兎財生距際でのコミュニ

ケーションを活イ生化する必、要性が高いといえる。

電話利用歴と利用実態,使っている機能や問題が起きた場介

の対処法などである。

それらの結果,社会老年学(socialgeTont010gy)で言及される

社会関係を表すソーシャルネットワークとソーシャノレサポー

トのあり力が,・・・般的社会関係や子どもとの社会関イ系の稠杏

結果からも確認できた。しかしながら,高齢者が携帯屯話を

利用して連絡を取り介っている主な相手は家族,特に子ども

である場介が多く,子どもとの間では携帯竃話を利用したソ

ーシャルネットワークカ井偉築されている。

ソーシャルサポートについては,しばしば「高齡者」をサポ

トされる側としてみてしまいがちであるが,実際には双方

向のサポートが打われていた。たとえば,健康な高齢者の場

Aには,特に仕事をしている子どもから買い物を頼まれたり,

孫の世話を頼まれたりするなど,サポートを依頼されるケー

スが多く,実際に子どもに対して屶'力を提供する形でサポー

トをする似11になっている。この点については,高齢化に仟い,

子どもからサポートされるよりも子どもをサポートする比率

が高くなるという報告があるⅡ3]。

その一力で,例えぱ,高齢である門分や配偶者の身に何か

が起きた際に携帯電話を用いれぱ,どこにいてもすぐに子と

もに連絡できることに対して安心感を得・ているというイ則面が

ある。また,特に別居している子どもとの場合には、愚痴を

聞いてもらったりすることで,携帯電話を用いた子どもとの

コミュニケーションが高齢者の浩緒的なサポートにつながっ

ているといえる。しかしながら,携帯電話で毎日連絡を取っ

ているような同居している子どもがいる場合でも,携帯竃話

の操作に困ったときに白分で刻処しようとするなど,コミュ

ニケーションの頻度がサポートの依存度にはつながらない傾

向も見受けられる。高齢者が携帯電話を用いて誰かと連絡を

取り合う頻度についても,子どもとの伺居と別居という居住

形態がその連絡頻度とは半緜屯に関係していない、という結果

が得られた。すなわち、発信・送信,および着信・受信ともに

ほぼ同程度であり,相手の属性に関わらず双力向的な関係を,

築いていることが確認された。頻繁に連絡を取り△う相手の

場介には,相手からも連絡が来ることが多く,それが白分か

ら連絡を取る打為にもつながっている。高櫛者が携帯電話を

用いて頻繁に連絡を取り介う相手は,相手の属性や関イ系性よ

りは相互の連絡頻度によって決まってくるが,高齢者におけ

る社会関係そのものは,相手の属性を問わないわけではなく,

相手との関係性に依存するという特殊性を持っている。

高齢者にとって心の支えとなる相手は,キに配偶者と子ど

も(複数回符可で,配偶者64.0ツ。,子ども 53.2%,孫 18,4ツ0,

親しい友人 B.1%,子どもの配イ晶者Ⅱ.5ツ0,兒弟川i妹Ⅱ.4%)

であるΠ4]。その・力で,子どもと常に・一緒に生括司、ることを

望む人β4.8%)よりも,ときどき会って食事をするのがよいと

する人(429%)の力が多く,たまに会話をする程度でよいとす

る人a4フツ0)も存在している[14]。

このように,心の艾えになるような相手に対しても,常に

濃籟な関係性を望んでいるわけではなく,必、要に応じて関わ

れる相手がいることが重要である。
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4.高齢者のコミュニケーションにおけるメディアの利用

情報技術の発展と普及によって,電子機器を介したコミュ

ニケーション場面が増えたが,高齢者の場介には、りテラシ

ー(利活用能ブDの不足のため、パソコンや携帯竃話のメールな

どの比較的新しいコミュニケーションメディアを利用してい

ない,あるいはあまり頻繁にイ吏用していない人が多く,世代

間で利用するコミュニケーションメディアに差があり,高齢

者のコミュニケーションの範俳1力那艮定されてしまっている。

4.1.携帯電話利用に関する調査(1)

橋爪は,2007年に修士論文の研究として,高齢者の携帯電

話利用に関する調杏を実施した[12]。この研究では,高齢者

18凖,に対して半榊造化法でインタビュー調査を実施した後,

その結果にもとづいて作成した質問紙を用いて,70宰,の高齢

者に対する調査を行った。キな質問内容は,家族枇成,携帯

kawanoak
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4.2.コミユニケーシヨンメディアの利用に関する調査(2)
その後,筆者は高齢者を対象とした訪問式のインタビュー

調杏を続け,携帯電話をはじめとした=ミュニケーションメ

ディアの利用実態を調査してきた。

その結果,携帯電話や携帯電話のメーノレ,パソコンのメー

ルなど、比較的新しいコミュニケーションメディアを利用し

ようとした場介には,「難しそうで自分には使いこなせない」

という意識やあきらめ感がそれらの利用を阻んでぃることが

わかった。また,実際には「何度も子どもに教えてもらって覚

えた」,「難しそうと思ってあきらめてぃたが,失敗しながら

徐々に使えるようになった」などのように、試行錯誤しながら

使えるようになっていったケースも多く,そうした場合には,

多くの高齢者がメールというメディアが友人や子どもとのコ

ミュニケーションに欠かせないものであると述べている。ま

た,インターネットやメーノレの利用によって,社会関係や幸

福兎黙こポジティブな効果があるともいわれているΠ5]。

高齢老において新しいコミュニケーションメディアの利用

を適度に増加させ,その社会生活を満足できるものにするた

めには,機器やシステムのユーザビリティを高めるだけでな

く,利用の活性化を支援する社会的な仕組みが必要である。

いいかえれば,機器を利用する際にサポートしてくれる家族

の存在やサービスの允実が求められているといえる。

コミュニケーションメディアの利用を促す姜素として,感

性コミュニケーションは有効であり,それによって社会関係

に高い満足感をもたらすだろうと考えられる。
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5.むすび

晃即性コミュニケーションによって,新しいコミュニケーシ

ヨンメディアの利用に対するモチベーションが1向上tれば,

これらのメディアの利活用における格差の軽減が期待できる。

また,感性コミュニケーションは高齢者の社会関係をより濃

密なものとし,高断者の精神的健康増進や社会福祉の向上に

寄与するものと考えられる。それによって,高齢者に出現率

の高い疾病の予防を導くと共に,高断者の生活の質の恂上が

もたらされるであろう。
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